
MULPA（マルパ）連携プログラム
え

造形ワークショップ「○と□」

MULPA（マルパ）とは

Museum UnLearning Program for Allの頭文字を取った略称で、

日本語では「みんなで“まなびほぐす”美術館—社会を包む教育普及事業—」としています。

マルパは定住外国人や障がいを持つ方々を含む「すべての地域住民」の、美術館への

アクセス向上を目的として、社会包摂的なアートプロジェクトを展開しています。

８枚の○と□の紙から

彫刻をつくります。

どんな形ができるか

お楽しみに！

日時：令和２年３月１４日（土）

10：30～16：00

会場：茅ヶ崎市美術館2階アトリエ

対象：どなたでも（未就学児は保護者同伴）

参加費：無料

申込み：不要

時間内であれば随時受け付けております。

直接会場にお越しください

講師：神奈川県立近代美術館学芸員
主催：神奈川県立近代美術館 公益財団法人かながわ国際交流財団
公益財団法人 茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団 茅ヶ崎市美術館
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